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(57)【要約】
　本発明は蛍光体を利用した白色発光ダイオード（ＬＥ
Ｄ）の製造方法に関し、更に詳しくは、パッケージ基板
を利用した紫外線ＬＥＤチップに赤色、青色、緑色が混
合された三原色蛍光物質を被せた後、紫外線ＬＥＤチッ
プが紫色光を発光する点を利用して三原色蛍光物質が混
合された蛍光体面に光を透過させて白色光を作る蛍光体
を利用した白色発光ダイオードの製造方法に関する。特
に、本発明は青色ＬＥＤチップに緑色および赤色、もし
くは黄色および赤色の蛍光物質を積層させた後、光の透
過および蛍光体の吸収により白色光が作られるようにし
た、蛍光体を利用した白色発光ダイオードの製造方法に
関する。本発明による製造方法によると、単一チップを
利用してより優れた発光効率を有する白色発光ダイオー
ドおよびその製造方法を提供する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パッケージ基板またはリードフレームの搭載板にＡｇペーストで接着された紫外線ＬＥ
Ｄチップと、前記リードフレームと前記紫外線ＬＥＤチップの各電極を連結するＡｕワイ
ヤーと、前記ＬＥＤチップと前記Ａｕワイヤーを包み保護をする透明樹脂を含む白色発光
ダイオードにおいて、
　前記紫外線ＬＥＤチップに赤色、青色、緑色が混合された三原色蛍光物質を直間接的に
塗布し、前記紫外線ＬＥＤチップから発光される紫色光を前記三原色蛍光物質に透過させ
ることで白色光が得られることを特徴とする白色発光ダイオードの製造方法。
【請求項２】
　パッケージ基板またはリードフレームの搭載板にＡｇペーストで接着された青色ＬＥＤ
チップと、前記リードフレームと前記青色ＬＥＤチップの各電極を連結するＡｕワイヤー
と、前記ＬＥＤチップとＡｕワイヤーを包み保護をする透明樹脂を含む白色発光ダイオー
ドにおいて、
　前記青色ＬＥＤチップに赤色と緑色もしくは黄色と赤色が混合された二原色蛍光物質を
直間接的に塗布し、前記青色ＬＥＤチップから発光される青色光を前記二原色蛍光物質に
透過させることで白色光が得られることを特徴とする白色発光ダイオードの製造方法。
【請求項３】
　前記紫外線ＬＥＤチップまたは前記青色ＬＥＤチップが発光する光の波長範囲が、３６
５～４８０ｎｍであることを特徴とする、請求項１または請求項２記載の白色発光ダイオ
ードの製造方法。
【請求項４】
　前記赤色蛍光物質が、シリケート系列であるＳｒ3ＳｉＯ5：Ｅｕ蛍光体；硫化物系列で
あり、Ｅｕを活性剤として使用し、母体の構成成分が化学式（Ｓｒx、Ｃａy）Ｓからなり
、０≦ｘ≦１および０≦ｙ≦１の比率で製造されたＳｒＳ：ＥｕまたはＣａＳ：Ｅｕであ
る蛍光体；ＳｒＹ2Ｓ4：Ｅｕ蛍光体からなる群から選択された少なくとも一つであること
を特徴とする、請求項１または請求項２記載の白色発光ダイオードの製造方法。
【請求項５】
　前記緑色蛍光物質が、シリケート系列である化学式（Ｓｒx、Ｂａy、Ｃａz）2ＳｉＯ4

：Ｅｕからなり、０≦ｘ≦１、０≦ｙ≦１、０≦ｚ≦１の比率で製造されたＳｒ2ＳｉＯ4

：Ｅｕ、Ｂａ2ＳｉＯ4：ＥｕもしくはＣａ2ＳｉＯ4：Ｅｕである蛍光体；チオガレート系
列であり、Ｅｕを活性剤として使用し、母体の構成成分が化学式（Ｓｒx、Ｂａy、Ｃａz

）Ｇａ2Ｓ4からなり、０≦ｘ≦１、０≦ｙ≦１、０≦ｚ≦１の比率で製造されたＳｒＧａ

2Ｓ4：Ｅｕ、ＢａＧａ2Ｓ4：Ｅｕ、ＣａＧａ2Ｓ4：ＥｕまたはＳｒ2Ｇａ2Ｓ5：Ｅｕであ
る蛍光体；チオアルミネート系列であり、化学式（Ｓｒx、Ｂａy、Ｃａz）Ａｌ2Ｓ4から
なり、０≦ｘ≦１、０≦ｙ≦１、０≦ｚ≦１の比率で製造されたＳｒＡｌ2Ｓ4：Ｅｕ、Ｂ
ａＡｌ2Ｓ4：ＥｕもしくはＳｒ2Ａｌ2Ｓ5：Ｅｕである蛍光体からなる群から選択された
少なくとも一つであることを特徴とする、請求項１または請求項２記載の白色発光ダイオ
ードの製造方法 。
【請求項６】
　前記青色蛍光物質が、シリケート系列である化学式（Ｓｒx、Ｂａy、Ｃａz）3ＭｇＳｉ

2Ｏ8：Ｅｕからなる蛍光体であり、０≦ｘ≦１、０≦ｙ≦１、０≦ｚ≦１の比率で製造さ
れたＳｒ3ＭｇＳｉ2Ｏ8：ＥｕもしくはＢａ3ＭｇＳｉ2Ｏ8：Ｅｕである蛍光体；硫化物系
列であり、Ｃｅを活性剤として使用し、母体の構成成分が化学式（Ｓｒx、Ｃａy）Ｓから
なり、０≦ｘ≦１、０≦ｙ≦１の比率で製造されたＳｒＳ：ＣｅまたはＣａＳ：Ｃｅであ
る蛍光体；ＣａＡｌ2Ｓ4：Ｅｕ蛍光体からなる群から選択された少なくとも一つであるこ
とを特徴とする、請求項１記載の白色発光ダイオードの製造方法 。
【請求項７】
　前記赤色蛍光物質、前記緑色蛍光物質、前記青色蛍光物質の混合比率が１～２：１～２
：１～３であることを特徴とする、請求項１記載の白色発光ダイオードの製造方法。
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【請求項８】
　前記赤色蛍光物質と前記緑色蛍光物質間の混合比率が１～２：１～２であることを特徴
とする、請求項２記載の白色発光ダイオードの製造方法。
【請求項９】
　請求項１または請求項２の方法により製造された白色発光ダイオードを含む照明器具。
【請求項１０】
　請求項１または請求項２の方法により製造された白色発光ダイオードを含む表示装置。
【請求項１１】
　請求項１または請求項２の方法により製造された白色発光ダイオードを含むバックライ
ト装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　　本発明は蛍光体を利用した白色発光ダイオード（ＬＥＤ）の製造方法に関し、更に詳
しくは、パッケージ基板を利用した紫外線ＬＥＤチップに赤色、青色、緑色が混合された
三原色蛍光物質を被せた後、紫外線ＬＥＤチップが紫色光を発光する点を利用して三原色
蛍光物質が混合された蛍光体面に光を透過させて白色光を作る蛍光体を利用した白色発光
ダイオードの製造方法に関する。
【０００２】
　特に、本発明は青色ＬＥＤチップに緑色および赤色、もしくは黄色および赤色の蛍光物
質を積層させた後、光の透過および蛍光体の吸収により白色光が作られるようにした、蛍
光体を利用した白色発光ダイオードの製造方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　発光ダイオードは未来型の天然色の表示素子であり、計器盤およびＴＶはもちろん平板
パネル表示装置など様々な電子装置に応用することができ、最近注目されている技術分野
中の一つである。
【０００４】
　発光ダイオードは発光物質に電場を加えた時、陰極から放出された電子と陽極で形成さ
れた孔が結合し、所為“単一励起子”という励起状態を形成する。これが基底状態に転移
されると、様々な光を放つ現象を利用したものであり、既存の発光素子に比べて発光効率
、消費電力、熱的安定性、寿命、応答性において優れている。
【０００５】
　白色発光ダイオードに対する既存の製造方法を見ると下記の通りである。
【０００６】
　日亜（日本）の台湾特許登録番号第３８３５０８号には、青色発光チップと黄色蛍光物
質（ＹＡＧ）を利用して白色発光素子を作る方法が公開されている。
【０００７】
　青色および黄色の光から製造される白色光は表示用としては適するが、照明用またはＬ
ＣＤの背景光源用には適していない。更に、黄色蛍光物質の量を調節することが困難であ
るため、白色光が青色または黄色に偏る傾向がある。
【０００８】
　大韓民国登録特許第０１６４４５７号（１９９８．０９．１２）には希土類元素である
Ｐｒを発光中心として利用して白色光を得るためのＥＬ素子が開示されており、赤色、青
色、緑色の発光スペクトルを有する白色蛍光膜が積層された白色発光ＥＬ素子が開示され
ている。
【０００９】
　更に、大韓民国登録特許第０１６５８６７号（１９９８．０９．１９）にはＺｎＳ：Ｐ
ｒ、Ｍｎ発光原子から製造し、発光スペクトル分布特性が優れた白色発光用ＥＬ素子が開
示されている。
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【００１０】
　大韓民国公開特許公報２００３－８８８８２号（２００３．１１．２０）にもＺｎＳか
らの青色光とＺｎＳＳｅからの黄色光を混合して白色光を得ることを主眼点とする白色発
光素子が開示されている。
【００１１】
　これらの特許は共通的に白色発光素子を実現する技術であるが、これらの特許に比べ、
優れて経済的であり、単一チップを利用してより高い発光効率を提供することのできる白
色発光ダイオードおよびその製造方法が要求されている。
【００１２】
【特許文献１】台湾特許登録番号第３８３５０８号
【特許文献２】大韓民国登録特許第０１６４４５７号
【特許文献３】大韓民国登録特許第０１６５８６７号
【特許文献４】大韓民国公開特許公報２００３－８８８８２号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　本発明は前述した既存の白色ＬＥＤが有する問題点を解決することができ、単一チップ
を利用してより優れた発光効率を有する白色発光ダイオードおよびその製造方法を提供す
るものであり、パッケージ基板を利用した紫外線ＬＥＤチップに赤色、青色、緑色が混合
された三原色蛍光物質を被せた後、紫外線ＬＥＤチップから発光される紫色光が三原色蛍
光物質が混合された蛍光体面に透過させることで白色光が作られ、または、青色ＬＥＤチ
ップに緑色および青色、もしくは黄色および赤色の蛍光物質を積層した後、ＬＥＤチップ
から放出される青色光の透過および蛍光体の吸収により白色光が製造されるようにした蛍
光体を利用した白色ダイオードの製造方法を提供することにその目的がある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　前記目的を達成するための本発明の一実施態様によると、パッケージ基板またはリード
フレームの搭載板にＡｇペーストで接着された紫外線ＬＥＤチップと、前記リードフレー
ムと紫外線ＬＥＤチップの各電極を連結するＡｕワイヤーと、前記ＬＥＤチップとＡｕワ
イヤーを包み保護をする透明樹脂を含む白色発光ダイオードにおいて、前記紫外線ＬＥＤ
チップに赤色、青色、緑色の三原色蛍光物質を直間接的に塗布し、紫外線ＬＥＤチップか
ら発光される紫色光が三原色が混合された蛍光物質に透過されるようにすることで、白色
光が作られることを特徴とする白色発光ダイオードの製造方法を提供する。
【００１５】
　前記目的を達成するための本発明の別の実施態様によると、パッケージ基板またはリー
ドフレームの搭載板にＡｇペーストで接着された青色ＬＥＤチップと、前記リードフレー
ムとＬＥＤチップの各電極を連結するＡｕワイヤーと、前記ＬＥＤチップとＡｕワイヤー
を包み保護をする透明樹脂を含む白色発光ダイオードにおいて、前記青色ＬＥＤチップに
赤色と緑色、もしくは黄色と赤色の二原色蛍光物質を直間接的に塗布し、前記青色ＬＥＤ
チップから発光される青色光が前記蛍光物質に透過されるようにすることで、白色光が作
られることを特徴とする白色発光ダイオードの製造方法を提供する。
【００１６】
　好ましい実施態様として、前記紫外線ＬＥＤチップと前記青色ＬＥＤチップが発生する
光の波長範囲は３６５～４８０ｎｍであることを特徴とする。
【００１７】
　前記赤色蛍光物質は、好ましくはシリケート系列であるＳｒ3ＳｉＯ5：Ｅｕ蛍光体；硫
化物系列であり、Ｅｕを活性剤として使用し、母体の構成成分が化学式（Ｓｒx、Ｃａy）
Ｓとからなり、０≦ｘ≦１および０≦ｙ≦１の比率で製造されたＳｒＳ：ＥｕおよびＣａ
Ｓ：Ｅｕである蛍光体；ＳｒＹ2Ｓ4：Ｅｕ蛍光体からなる群から選択された少なくとも一
つであることを特徴とする。
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【００１８】
　前記緑色蛍光物質は、好ましくはシリケート系列である化学式（Ｓｒx、Ｂａy、Ｃａz

）2ＳｉＯ4：Ｅｕからなる蛍光体であり、０≦ｘ≦１、０≦ｙ≦１、０≦ｚ≦１の比率で
製造されたＳｒ2ＳｉＯ4：Ｅｕ、Ｂａ2ＳｉＯ4：ＥｕもしくはＣａ2ＳｉＯ4：Ｅｕである
蛍光体；チオガレート系列であり、Ｅｕを活性剤として使用し、母体の構成成分が（Ｓｒ

x、Ｂａy、Ｃａz）Ｇａ2Ｓ4からなり、０≦ｘ≦１、０≦ｙ≦１、０≦ｚ≦１の比率で製
造されたＳｒＧａ2Ｓ4：Ｅｕ、ＢａＧａ2Ｓ4：Ｅｕ、ＣａＧａ2Ｓ4：ＥｕまたはＳｒ2Ｇ
ａ2Ｓ5：Ｅｕである蛍光体；チオアルミネート系列であり、化学式（Ｓｒx、Ｂａy、Ｃａ

z）Ａｌ2Ｓ4からなり、０≦ｘ≦１、０≦ｙ≦１、０≦ｚ≦１の比率で製造されたＳｒＡ
ｌ2Ｓ4：Ｅｕ、ＢａＡｌ2Ｓ4：ＥｕもしくはＳｒ2Ａｌ2Ｓ5：Ｅｕである蛍光体からなる
群から選択された少なくとも一つであることを特徴とする。
【００１９】
　前記青色蛍光物質は、好ましくはシリケート系列である化学式（Ｓｒx、Ｂａy、Ｃａz

）3ＭｇＳｉ2Ｏ8：Ｅｕからなる蛍光体であり、０≦ｘ≦１、０≦ｙ≦１、０≦ｚ≦１の
比率で製造されたＳｒ3ＭｇＳｉ2Ｏ8：ＥｕもしくはＢａ3ＭｇＳｉ2Ｏ8：Ｅｕである蛍光
体；硫化物系列であり、Ｃｅを活性剤として使用し、母体の構成成分が（Ｓｒx、Ｃａy）
Ｓからなり、０≦ｘ≦１、０≦ｙ≦１の比率で製造されたＳｒＳ：ＣｅおよびＣａＳ：Ｃ
ｅである蛍光体；ＣａＡｌ2Ｓ4：Ｅｕ蛍光体からなる群から選択された少なくとも一つで
あることを特徴とする。
【００２０】
　この時、前記赤色蛍光物質、緑色蛍光物質と青色蛍光物質の混合は好ましくは１～２：
１～２：１～３の混合比率からなる。
【００２１】
　更に、前記赤色蛍光物質と緑色蛍光物質間の混合は好ましくは１～２：１～２の混合比
率からなる。
【００２２】
　以下、本発明をより詳細に説明する。
【００２３】
　本発明によると、波長３９０～４７０ｎｍの範囲で、紫色光または青色光を互いに異な
る光を放出する蛍光物質に透過させることにより白色光が得られる。この技術は青色発光
チップに黄色蛍光物質（ＹＡＧ）を添加して白色光を得る技術、あるいは、紫外線を三原
色蛍光物質に透過させて白色光を得る技術とは相違する技術である。
【００２４】
　公知されている通り、発光ダイオードはパッケージ基板（印刷回路基板：ＰＣＢ、セラ
ミック基板、シリコン基板、または金属基板など）またはリードフレーム６０の搭載板（
凹形部分）にＡｇペースト２０で装着された発光ＬＥＤチップ１０と、前記リードフレー
ム６０と発光ＬＥＤチップ１０の各電極を連結するＡｕワイヤー４０と、前記ＬＥＤチッ
プ１０とＡｕワイヤー４０を包み保護をする透明樹脂５０を含む。
【００２５】
　本発明の一実施態様によると、紫色光を発光する紫外線ＬＥＤチップは前記ＬＥＤチッ
プに使用され、赤色、青色、緑色を混合した三原色蛍光物質を前記紫外線ＬＥＤチップに
直間接的に塗布する。
【００２６】
　即ち、光透過性のエポキシ樹脂またはシリコン樹脂をベースとして、前記紫色光を発光
する紫外線ＬＥＤチップに赤色、青色、緑色が混合された三原色蛍光物質を塗布する。
【００２７】
　従って、紫外線ＬＥＤチップから発光される紫色光が赤色、青色、緑色が混合された前
記三原色蛍光物質に透過することにより白色光が得られる。
【００２８】
　本発明で紫色光が利用される理由は、３９０～４１０ｎｍ範囲の波長での光は１０ｍＷ
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以上の発光効率を持つためであり、これは現在の青色または紫外線より高い効率を有して
いる。更に、３９０～４１０ｎｍ範囲の波長での紫外線光は蛍光物質（赤、青、緑）が均
等に発光されることが後述する実施例から確認することができる。
【００２９】
　本発明において、好ましくは赤色蛍光物質はＥｕが活性剤として使用されたシリケート
系列または硫化物系列の蛍光体が使用され、緑色蛍光物質はＥｕを活性剤として使用する
シリケート系列、チオガレート系列またはチオアルミネート系列の蛍光体が使用され、青
色蛍光物質はＥｕが活性剤として使用されたシリケート系列またはチオアルミネート系列
の蛍光体、またはＣｅを活性剤として使用した硫化物系列の蛍光体が使用される。
【００３０】
　更に詳しくは、前記赤色蛍光物質はシリケート系列であるＳｒ3ＳｉＯ5：Ｅｕ蛍光体；
硫化物系列であり、Ｅｕを活性剤として使用し、母体の構成成分が（Ｓｒx、Ｃａy）Ｓか
らなり、０≦ｘ≦１、０≦ｙ≦１の比率で製造されたＳｒＳ：ＥｕおよびＣａＳ：Ｅｕで
ある蛍光体；ＳｒＹ2Ｓ4：Ｅｕ蛍光体からなる群から選択された少なくとも一つである。
【００３１】
　前記緑色蛍光物質は、シリケート系列である化学式（Ｓｒx、Ｂａy、Ｃａz）2ＳｉＯ4

：Ｅｕからなり、０≦ｘ≦１、０≦ｙ≦１、０≦ｚ≦１の比率で製造されたＳｒ2ＳｉＯ4

：Ｅｕ、Ｂａ2ＳｉＯ4：ＥｕもしくはＣａ2ＳｉＯ4：Ｅｕである蛍光体；チオガレート系
列であり、Ｅｕを活性剤として使用し、母体の構成成分が（Ｓｒx、Ｂａy、Ｃａz）Ｇａ2

Ｓ4からなり、０≦ｘ≦１、０≦ｙ≦１、０≦ｚ≦１の比率で製造されたＳｒＧａ2Ｓ4：
Ｅｕ、ＢａＧａ2Ｓ4：Ｅｕ、ＣａＧａ2Ｓ4：ＥｕまたはＳｒ2Ｇａ2Ｓ5：Ｅｕである蛍光
体；そして、チオアルミネート系列であり、（Ｓｒx、Ｂａy、Ｃａz）Ａｌ2Ｓ4からなり
、０≦ｘ≦１、０≦ｙ≦１、０≦ｚ≦１の比率で製造されたＳｒＡｌ2Ｓ4：Ｅｕ、ＢａＡ
ｌ2Ｓ4：ＥｕもしくはＳｒ2Ａｌ2Ｓ5：Ｅｕである蛍光体からなる群から選択された少な
くとも一つである。
【００３２】
　更に、前記青色蛍光物質は、シリケート系列であり、化学式（Ｓｒx、Ｂａy、Ｃａz）3

ＭｇＳｉ2Ｏ8：Ｅｕからなり、０≦ｘ≦１、０≦ｙ≦１、０≦ｚ≦１の比率で製造された
Ｓｒ3ＭｇＳｉ2Ｏ8：ＥｕもしくはＢａ3ＭｇＳｉ2Ｏ8：Ｅｕである蛍光体；硫化物系列で
あり、Ｃｅを活性剤として使用し、母体の構成成分が（Ｓｒx、Ｃａy）Ｓからなり、０≦
ｘ≦１、０≦ｙ≦１の比率で製造されたＳｒＳ：Ｃｅ、ＣａＳ：ＣｅまたはＣａＡｌ2Ｓ4

：Ｅｕである蛍光体からなる群から選択された少なくとも一つである。
【００３３】
　この時、前記紫外線ＬＥＤチップまたは前記青色ＬＥＤチップから発生される光の波長
範囲は３６５～４８０ｎｍである。
【００３４】
　更に、前記赤色蛍光物質、緑色蛍光物質と青色蛍光物質は１～２：１～２：１～３の混
合比率からなる。
【００３５】
　上記混合比率を外れると、所望する色座標を有する白色の実現が困難となる。
【００３６】
　本発明の別の実施態様として、青色光を発光する青色ＬＥＤチップを使用し、この青色
ＬＥＤチップに赤色と緑色、もしくは黄色と赤色を混合した二原色蛍光物質を直間接的に
塗布する。
【００３７】
　即ち、光透過性エポキシ樹脂またはシリコン樹脂をベースとして、赤色と緑色を混合し
た二原色蛍光物質を前記青色ＬＥＤチップに塗布する。
【００３８】
　この時、前記赤色蛍光物質と緑色蛍光物質は１～２：１～２の混合比率で混合され、こ
の混合比率を外れると、所望する色座標を有する白色の実現が困難である。
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【００３９】
　そこで、前記青色ＬＥＤチップから発光される青色光が赤色と緑色、または黄色と赤色
が混合された蛍光物質を透過することにより白色光が得られる。
【００４０】
　もちろん、赤色、青色、緑色の蛍光体の混合比率を異にすることで、様々な光の色の温
度または光の色を作り出すことができる。
【００４１】
　このように、赤色、青色、緑色が混合された三原色蛍光物質が紫外線光から所望する白
色光を作り出すだけでなく、赤色と緑色が混合された二原色蛍光物質を青色光により優れ
た所望する白色光を作り出すことができる。
【００４２】
　更に、顧客のニーズを満足させるために、前記白色光は３，０００～１０，０００Ｋの
範囲の色温度に調節し、赤色、青色、緑色の蛍光物質の混合比率を調整する。
【００４３】
　前述した蛍光物質以外にその他の系列の蛍光物質を利用することができ、３６５～４７
０ｎｍの波長範囲の光を吸収し、可視領域の光を発生させる蛍光物質を全て含む。
【００４４】
　既存の蛍光物質は２５４～３６５ｎｍの波長範囲内の紫外線光のみに限定されていたが
、本発明のように、紫色光を発光する紫外線ＬＥＤチップまたは青色光を発光する青色Ｌ
ＥＤチップを利用して三原色または二原色の蛍光体を混合して白色光を作ることができる
。
【００４５】
　特に、青色発光チップと黄色蛍光体を利用した白色光の製造の場合、弱い赤色部分を補
完することができるようになる。
【発明の効果】
【００４６】
　前述した通り、本発明による白色発光ダイオードによると、高効率の紫外線または青色
ＬＥＤチップ、および２色以上の蛍光物質を積層して白色光を作り出すことができ、単一
チップを利用した優秀な発光効率を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４７】
　以下、本発明を実施例に依拠して詳しく説明するが、本発明が実施例に限定されるわけ
ではない。
【００４８】
（実施例１）赤色、緑色、青色の蛍光体を利用した白色発光ダイオードの製造
　パッケージ基板またはリードフレームの搭載板にＡｇペーストで紫外線ＬＥＤチップを
実装した後、前記紫外線ＬＥＤチップに赤色、青色、緑色を混合した三原色蛍光物質を直
間接的に塗布し、紫外線ＬＥＤチップから発光される紫色光が前記三原色蛍光物質を透過
するようにした。
【００４９】
　即ち、下記表１～３に記載された赤色、青色、緑色の各蛍光体を紫外線ＬＥＤチップに
塗布し、紫外線ＬＥＤチップから発光される４０５ｎｍの紫色光が前記三原色蛍光物質を
透過するようにした。
【００５０】
　その結果、表１～３の色座標および図３の発光スペクトルに見られる通り、白色光が製
造されることを確認することができる。
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【００５１】
【表１】
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【００５２】
【表２】
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【００５３】
【表３】
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【００５４】
（実施例２）赤色：緑色混合蛍光体を利用した白色発光ダイオードの製造
　パッケージ基板またはリードフレームの搭載板にＡｇペーストで青色ＬＥＤチップを実
装した後、前記青色ＬＥＤチップに赤色、緑色を混合した二原色蛍光物質を直間接的に塗
布し、青色ＬＥＤチップから発光される青色光が前記二原色蛍光物質に透過されるように
した。
【００５５】
　即ち、表４に記載された記載された赤色、青色、緑色の各蛍光体を青色ＬＥＤチップに
塗布し、青色ＬＥＤチップから発光される４６５ｎｍの青色光が前記二原色蛍光物質を透
過するようにした。
【００５６】
　その結果、表４の色座標および図４の発光スペクトルグラフに見られる通り、白色光が
製造されることを確認することができる。

【表４】
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【図面の簡単な説明】
【００５７】
【図１】本発明によるパッケージ形態の白色発光ダイオードを表す断面図である。
【図２】図１のＬＥＤの一部分を表す拡大断面図である。
【図３】本発明による実施例１に依拠して、４０５ｎｍの紫色光を発光するＬＥＤチップ
、および青色、緑色、赤色が混合された蛍光体を利用して製造された白色発光ダイオード
の発光スペクトルを表すグラフである。
【図４】本発明による実施例に依拠して、４６５ｎｍの青色光を発光するＬＥＤチップ、
緑色、赤色が混合された蛍光体を利用して製造された白色発光ダイオードの発光スペクト
ルを表すグラフである。
【符号の説明】
【００５８】
　　１０　発光ＬＥＤチップ
　　２０　Ａｇペースト
　　３０　蛍光物質
　　４０　Ａｕワイヤー
　　５０　透明エポキシ樹脂
　　６０　リードフレーム

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【手続補正書】
【提出日】平成19年12月10日(2007.12.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パッケージ基板またはリードフレームの搭載板にＡｇペーストで接着された青色ＬＥＤ
チップと、前記リードフレームと前記青色ＬＥＤチップの各電極を連結するＡｕワイヤー
と、前記ＬＥＤチップとＡｕワイヤーを包み保護をする透明樹脂を含む白色発光ダイオー
ドの製造方法において、
　前記青色ＬＥＤチップに赤色と緑色もしくは黄色と赤色が混合された二原色蛍光物質を
直間接的に塗布し、前記青色ＬＥＤチップから発光される青色光を前記二原色蛍光物質に
透過させることで白色光が得られることを特徴とする白色発光ダイオードの製造方法。
【請求項２】
　前記赤色蛍光物質が、シリケート系列であるＳｒ3ＳｉＯ5：Ｅｕ蛍光体；硫化物系列で
あり、Ｅｕを活性剤として使用し、母体の構成成分が化学式（Ｓｒx、Ｃａy）Ｓからなり
、０≦ｘ≦１および０≦ｙ≦１の比率で製造されたＳｒＳ：ＥｕまたはＣａＳ：Ｅｕであ
る蛍光体；ＳｒＹ2Ｓ4：Ｅｕ蛍光体からなる群から選択された少なくとも一つであること
を特徴とする、請求項１記載の白色発光ダイオードの製造方法。
【請求項３】
　前記緑色蛍光物質が、シリケート系列である化学式（Ｓｒx、Ｂａy、Ｃａz）2ＳｉＯ4

：Ｅｕからなり、０≦ｘ≦１、０≦ｙ≦１、０≦ｚ≦１の比率で製造されたＳｒ2ＳｉＯ4
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：Ｅｕ、Ｂａ2ＳｉＯ4：ＥｕもしくはＣａ2ＳｉＯ4：Ｅｕである蛍光体；チオガレート系
列であり、Ｅｕを活性剤として使用し、母体の構成成分が化学式（Ｓｒx、Ｂａy、Ｃａz

）Ｇａ2Ｓ4からなり、０≦ｘ≦１、０≦ｙ≦１、０≦ｚ≦１の比率で製造されたＳｒＧａ

2Ｓ4：Ｅｕ、ＢａＧａ2Ｓ4：Ｅｕ、ＣａＧａ2Ｓ4：ＥｕまたはＳｒ2Ｇａ2Ｓ5：Ｅｕであ
る蛍光体；チオアルミネート系列であり、化学式（Ｓｒx、Ｂａy、Ｃａz）Ａｌ2Ｓ4から
なり、０≦ｘ≦１、０≦ｙ≦１、０≦ｚ≦１の比率で製造されたＳｒＡｌ2Ｓ4：Ｅｕ、Ｂ
ａＡｌ2Ｓ4：ＥｕもしくはＳｒ2Ａｌ2Ｓ5：Ｅｕである蛍光体からなる群から選択された
少なくとも一つであることを特徴とする、請求項１記載の白色発光ダイオードの製造方法
 。
【請求項４】
　前記赤色蛍光物質と前記緑色蛍光物質間の混合比率が１～２：１～２であることを特徴
とする、請求項１記載の白色発光ダイオードの製造方法。
【請求項５】
　前記青色ＬＥＤチップが発光する光の波長範囲が、４６５～４８０ｎｍであることを特
徴とする、請求項１記載の白色発光ダイオードの製造方法。
【請求項６】
　請求項１記載の方法により製造された白色発光ダイオードを含む照明器具。
【請求項７】
　請求項１記載の方法により製造された白色発光ダイオードを含む表示装置。
【請求項８】
　請求項１記載の方法により製造された白色発光ダイオードを含むバックライト装置。
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